
タケノコ掘り技術、体験中
笹のそよぎに鶯

うぐいす

の声。京タケノコの生産
技術者養成講座に応募した市民は11人。
敷き藁

わら

と土を布団のように重ねた『孟宗
畑』に集いました。収穫です。土の中の
わずかな気配を察して、『ホリ』という
独特な道具で大事に掘り上げます。「畑
をいたわるように、そっと忍び足で」と
指導者の立林禮

れい

治
じ

さん。「栽培方法や道
具の知恵、掘り方にも温かな人の手を感
じます」と受講者の山本樹

き

壽
とし

さん。本業
は看護士、夜勤明けでもさわやかです。
竹林の隣は花菜の畑、黄色いじゅうたん
に働く蜜蜂の羽音。朝掘り筍

たけのこ

の季節です。
(3月30日、奥海印寺北開の竹林で)
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区　分 14年度予算額

一般会計 232億4938万円
13年度からの増減

2億2748万円 1.0％

特
別
会
計

国民健康保険事業
乙訓休日応急診療所
財産区（５会計）
公共下水道事業
老人保健医療事業
介護保険事業

計

46億9162万円
6207万円

6億4417万円
50億3893万円
54億6241万円
25億3068万円

184億2991万円
合　計 416億7929万円

11114444 度度度度年年年年

●各会計の予算規模

2

8520万円
16万円
906万円

1億2511万円
1億2630万円
2億2068万円

5億6652万円
7億9401万円

1.8％
0.3％
1.4％
2.5％
2.4％
9.6％

3.2％
1.9％

       

10年度

11年度

12年度

13年度

14年度

215億8577万円

251億4961万円

234億4933万円

230億2189万円

232億4938万円

100 200 （億円）0

厳しさの中でも輝く街を
市長 今井民雄

小さくとも光り輝く、特色ある市政を推進し
たい。市制30周年を迎える今年度の予算編成
に込めた私の強い思いです。いま地域がその特
色や魅力を生かし、自治体として自立を達成す
る。新世紀の日本を支える源です。柔軟な発想、
豊かな創造力を結集することが必要です。
予算編成は困難を極めました。一般財源の大

幅な減収が見込まれる極めて厳しい財政状況で
す。それでも財政の健全化を図りながら、今の
行政水準を低下させることなく思い切った「選
択と創造」の視点で事業を見直しました。
こんなにも美しい、歴史と文化に根ざし緑に

囲まれた快適な環境を、子どもたちの世代に引
き継ぎたい。市民生活の基本となる福祉、健康、
環境、教育、都市基盤の充実など、総合計画に
込められた理念を生かす施策に熟慮しました。
施策の中でも、環境保全対策や都市の再生には
積極的に取り組みたいと考えます。
都市の活力の核として重要な役割を果たすＪ

Ｒ長岡京駅西口地区の市街地再開発にも、一定
の見通しが得られるまでになりました。
まちづくりの主役は市民です。みなさんと一

緒に、いつまでも住み続けたいと思う、21世
紀初めの街づくりを進めてまいります。
経済情勢がなお厳しさを増し

つつあり、多くの市民の方々が
困難に直面しています。満身の
力を振り絞り、決意を新
たに市民福祉の向上に
取り組みます。

一般会計 232億4938万円
昨年より1％の伸び

■予算の推移

平成14年度一般会計の予算総額は232億4938万円、前年
度当初と比べて2億2748万9千円、率にして1%の増加です。
歳入では、特に法人市民税が厳しい景気を反映して22.5

%減と下回り、市債や基金からの繰り入れが増えています。
歳出では、財政の健全化と市民福祉の向上を基本としな

がら、思い切った「選択と創造」の視点で事務事業の見直
しを行いました。「評価の重視」、「コスト・マネージメン
ト」などを都市経営の指針として、21世紀のまちづくりを
目指した第３次総合計画の着実な推進を図りました。

わたしたちのまち

＊特別会計は、特定の事業を行うための会計で、一般会計と分離し
て経理します。長岡京市には６種類の特別会計があります。



一
般
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し

長
岡
京
駅
西
口
地
区
再
開
発
事
業
が
再
開
す

る
こ
と
か
ら
、
３
年
ぶ
り
の
増
額
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
第
３
次

総
合
計
画
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
、
限
ら
れ

た
財
源
を
重
点
的
、効
率
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

事
業
の
検
証
と
評
価
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化

と
市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

�
一
般
会
計

歳
入
（
収
入
）

市
税
は
、
引
き
続
き
景
気
の
低
迷
や
所
得
の

伸
び
悩
み
、恒
久
的
減
税
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
大
き
く
下
回
り
ま
す
。
特
に

法
人
市
民
税
は
、
情
報
技
術
産
業
の
冷
え
込
み

か
ら
、主
要
企
業
の
大
幅
な
減
益
が
予
想
さ
れ
、

前
年
度
よ
り
大
幅
に
減
る
見
込
み
で
す
。

利
子
割
交
付
金
は
、
バ
ブ
ル
期
の
高
利
率
郵

便
預
金
の
集
中
満
期
が
終
わ
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
大
幅
に
減
る
見
込
み
で
す
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
国
の
財
政
収
入

の
減
少
や
、
普
通
交
付
税
の
一
部
が
臨
時
財
政

対
策
債
と
い
う
借
金
に
振
り
替
え
ら
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
大
幅
に
減
る
見
込
み
で
す
。

国
や
府
の
支
出
金
は
、
市
街
地
開
発
事
業
を

進
め
る
た
め
、大
幅
な
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

市
債
は
、
普
通
建
設
事
業
の
た
め
の
充
当
分

や
、
恒
久
的
減
税
に
よ
る
税
収
不
足
を
補
う
減

税
補
て
ん
債
、
地
方
交
付
税
の
一
部
を
補
う
臨

時
財
政
対
策
債
を
発
行
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
特
定
財
源
の
増
額
や
新

規
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
使
用
料

の
見
直
し
な
ど
、
税
以
外
の
負
担
の
適
正
化
も

行
い
ま
し
た
。

区　分

市税
120億3685万円

（51.8％）

繰入金
15億
1735万円
（6.5％）

諸収入 4億2356万円（1.8％）

その他
7億4919万円
（3.2％）

国庫支出金
24億
6832万円
（10.6％）

地方交付税
13億円
（5.6％）

府支出金
12億2484万円

（5.3％）

市債
17億
4420万円
（7.5％）

地方消費税交付金
7億4000万円（3.2％）

その他 10億4505万円（4.5％）

自主財源（63.3％）

依存財源
（36.7％）

歳入総額
232億
4938万円

●一般会計歳入の内訳

●市税の状況

3

軽自動車税

591円
（590円）

市たばこ税

4,662円
（4,681円）

個人市民税

58,025円
（58,300円）

都市計画税

12,933円
（12,998円）

特別土地保有税

31円
（31円）

固定資産税

65,722円
（66,688円）

法人市民税

12,904円
（16,703円）

カッコ内は13年度の数字

14年1月1日現在 77,723人
13年4月1日現在 77,446人

人
口

14年度 13年度からの増減

市
民
税

個　人
法　人

計

45億 990万円
10億 297万円
55億1287万円

△ 520万円
△ 2億9058万円
△ 2億9579万円

△ 0.1％
△ 22.5％
△ 5.1％

固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税
特別土地保有税

51億 814万円
4590万円

3億6230万円
10億 521万円

240万円

△ 5658万円
23万円

△ 21万円
△ 143万円

0万円

△ 1.1％
0.5％

△ 0.1％
△ 0.1％
0.0％

合　計 120億3685万円 △ 3億5378万円 △ 2.9％

《収入》

区　分 14年度 13年度からの増減

市　　　　　税
地 方 譲 与 税
利子割交付金
地方消費税交付金
特別地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
府 支 出 金
財 産 収 入
寄　　附　　金
繰　　入　　金
繰　　越　　金
諸　　収　　入
市　　　　　債

120億3685万円
1億5500万円
2億2000万円
7億4000万円

5万円
1億2500万円
5億3000万円
13億円

1500万円
3億3475万円
2億8606万円
24億6832万円
12億2484万円

2377万円
460万円

15億1735万円
1億円
4億2356万円
17億4420万円

△3億5378万円
△200万円

△3億2000万円
△4000万円
△5万円

△500万円
4000万円

△4億3000万円
△300万円
1392万円
6464万円

3億5845万円
2億4932万円
△1243万円

△2億円
3億5405万円
5000万円

△2204万円
4億8540万円

△2.9％
△1.3％
△59.3％
△5.1％
△50.0％
△3.8％
8.2％

△24.9％
△16.7％
4.3％
29.2％
17.0％
25.6％

△34.3％
△97.7％
30.4％
100.0％
△4.9％
38.6％

合　計 232億4938万円 2億2748万円 1.0％

市民１人あたりでは

特集 わたしたちのまちの予算



区　分

議　会　費

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

労　働　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

公　債　費

予　備　費

合　計

その他 9億2227万円（4.0％）

歳出（目的別）
232億
4938万円

民生費
57億5678万円
（24.8％）

土木費
51億6585万円
（22.2％）

総務費
32億6506万円
（14.0％）

教育費
26億4898万円
（11.4％）

衛生費
25億1593万円
（10.8％）

公債費
19億7717万円

（8.5％）

消防費
9億9731万円（4.3％）

●一般会計歳出の内訳（目的別）

�
一
般
会
計

歳
出
（
支
出
）

歳
出
に
は
、「
目
的
別
」
と
「
性
質
別
」
の

２
と
お
り
の
分
類
方
法
が
あ
り
ま
す
。

目
的
別
は
、
経
費
を
民
生
費
、
土
木
費
な
ど

の
よ
う
に
行
政
目
的
ご
と
に
分
類
す
る
の
で
、

政
策
ご
と
の
お
金
の
使
い
方
が
わ
か
り
ま
す
。

性
質
別
は
、
人
件
費
、
物
件
費
な
ど
の
よ
う

に
経
済
的
な
性
質
に
よ
っ
て
分
類
す
る
の
で
、

必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
や
自
由

に
使
え
る
経
費
の
状
況
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

目
的
別
に
見
る
と

民
生
費
が
ト
ッ
プ
で
、
以
下
、
土
木
費
、
総

務
費
、
教
育
費
、
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
長
岡

京
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
と
も
関
係

し
て
い
ま
す
。
土
木
費
は
、
11
年
度
の
72
億
６

５
２
８
万
円
を
ピ
ー
ク
に
、
再
開
発
事
業
の
遅

れ
な
ど
に
よ
り
毎
年
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

事
業
に
一
定
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、

今
年
度
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
が
前
年
を
大
き
く
下
回
っ
た

の
は
、
た
め
池
整
備
事
業
費
や
土
地
改
良
事
業

補
助
金
の
減
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

性
質
別
に
見
る
と

義
務
的
経
費
は
、
他
の
経
費
と
ち
が
っ
て
、

任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な
経
費
で
す
。

前
年
度
と
比
べ
、人
件
費
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

扶
助
費（
社
会
保
障
制
度
の
援
助
経
費
）、
公
債

費
（
借
金
の
元
利
償
還
金
な
ど
）が
伸
び
た
た

め
、
全
体
と
し
て
は
増
え
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
西
口
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
の
推
進
に
伴
い
、
前
年
度

よ
り
も
増
え
ま
し
た
。
一
方
、
物
件
費
な
ど
の

14年度

3億 761万円

32億6506万円

57億5678万円

25億1593万円

2億4344万円

1億5957万円

1億7963万円

51億6585万円

9億9731万円

26億4898万円

19億7717万円

3200万円

13年度からの増減

△400万円

△3297万円

△1億4057万円

△1億4296万円

△153万円

△3367万円

△1957万円

5億9179万円

5672万円

△1億1407万円

6734万円

100万円

△1.3％

△1.0％

△2.4％

△5.4％

△0.6％

△17.4％

△9.8％

12.9％

6.0％

△4.1％

3.5％

3.2％

232億4938万円 2億2748万円 1.0％

◆
一
般
会
計
歳
出（
目
的
別
）を

市
民
１
人
当
た
り
で
見
る
と

商工費

2,311円
（2,572円）

土木費

66,465円
（59,061円）

公債費

25,439円
（24,660円）

教育費

34,082円
（35,677円）

消防費

12,832円
（12,145円）

農林水産業費

2,053円
（2,495円）

予備費

412円
（400円）

予算総額

299,131円
（297,264円）

労働費

3,132円
（3,163円）

カッコ内は13年度の数字

14年1月1日現在 77,723人
13年4月1日現在 77,446人

人
口

民生費

74,068円
（76,148円）

衛生費

32,371円
（34.332円）

総務費

42,009円
（42,585円）

議会費

3,958円
（4,024円）

《支出》

4



区　分

歳出（性質別）
232億
4938万円

人件費
56億 716万円
（24.1％）

扶助費
25億
5679万円
（11.0％）

貸付金・その他
4億6200万円（2.0％）

消費的経費
（26.2％）

投資的
経費

（13.1％）

義務的
経費

（43.6％）

その他経費
（17.1％）

公債費
19億7717万円
（8.5％）補助費等

35億3159万円
（15.2％）

物件費
24億
6394万円
（10.6％）

維持補修費
9379万円
（0.4％）

普通建設
事業費
30億
3344万円
（13.1％）

繰出金
30億3050万円
（13.0％）

積立金
4億9295万円（2.1％）

14年度

義
務
的
経
費

人 件 費
扶 助 費
公 債 費

13年度からの増減

56億 716万円
25億5679万円
19億7717万円

△9052万円
1億7176万円
6734万円

△1.6％
7.2％
3.5％

経
　
費

投
資
的

計 101億4113万円 1億4858万円 1.5％

普通建設事業費 30億3344万円 7695万円 2.6％

消
費
的
経
費

物 件 費
維持補修費
補助費等

24億6394万円
9379万円

35億3159万円

△5274万円
△1356万円
△8245万円

△2.1％
△12.6％
△2.3％

計 60億8934万円 △1億4876万円 △2.4％

そ
の
他
経
費

積 立 金
貸 付 金
繰 出 金
そ の 他

4億9295万円
4億3000万円
30億3050万円

3200万円

△139万円
9850万円
5259万円
100万円

△0.3％
29.7％
1.8％
3.2％

計 39億8545万円 1億5070万円 3.9％
合　計 232億4938万円 2億2748万円 1.0％

     
      

消
費
的
経
費
は
、
支
出
を
一
層
精
査
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

�
市
債（
借
金
）・
基
金（
預
金
）の
現
在
高

年
度
末
に
お
け
る
市
債
の
残
高
は
、
新
規
発

行
債
（
３
ペ
ー
ジ
、
歳
入
の
説
明
を
参
照
）
の

影
響
で
、
昨
年
度
よ
り
も
増
え
、
１
５
８
億
６

２
１
６
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

基
金
に
は
、
特
定
事
業
の
た
め
の
積
み
立
て

や
、
財
政
不
足
に
備
え
た
積
み
立
て
（
財
政
調

整
基
金
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た

残
高
は
、
昨
年
度
よ
り
も
大
幅
に
減
り
、
75
億

５
８
８
１
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

水
道
事
業
会
計

こ
れ
は
、
公
営
企
業
で
あ
る
水
道
事
業
の
会

計
で
、
市
の
会
計
と
は
別
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
支
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
水
道
料
金
な
ど
を
収

入
と
し
、
電
力
料
金
や
人
件

費
、
修
繕
費
、
減
価
償
却
費
、

企
業
債
（
借
金
）
の
利
息
な

ど
が
支
出
と
な
り
ま
す
。

資
本
的
収
支
は
、
企
業
債

や
加
入
金
、
分
担
金
な
ど
を

収
入
と
し
、
施
設
整
備
や
企

業
債
の
元
金
返
済
が
支
出
と

な
り
ま
す
。
収
支
の
不
足
額

は
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
内
部
留
保
資
金
と
利

益
剰
余
金
の
処
分
な
ど
で
補
い
ま
す
。

な
お
、
京
都
府
営
水
道
の
導
入
に
伴
う
水
道

料
金
の
急
激
な
値
上
げ
を
避
け
る
た
め
、
14
年

度
は
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
水
道
事
業
会
計
に

２
億
円
の
補
て
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

収入 27億1953万円

支出 28億7958万円
収益的収支

収入 4億9924万円

支出 8億 986万円
資本的収支

10年度

11年度

12年度

13年度
（見込）

14年度
（見込）

83億5902万円

86億9894万円

90億5290万円

87億8325万円

75億5881万円

10年度

11年度

12年度

13年度
（見込）

14年度
（見込）

148億7716万円

153億5341万円

152億4525万円

155億5131万円

158億6216万円

100 （億円）050 （億円）0

＊
す
べ
て
の
表
お
よ
び
グ
ラ
フ
中
の
数
値
は

単
位
未
満
を
切
り
捨
て
て
い
る
た
め
、
内
訳

と
合
計
は
一
致
し
ま
せ
ん

■基金（預金）の推移 ■市債（借金）の推移

●一般会計歳出の内訳（性質別）

特集 わたしたちのまちの予算
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まちづくりまちづくり

562万円
1200万円
4700万円
300万円
205万円

1億5315万円
励 1億1006万円

704万円
委託 466万円

148万円
1300万円

設置 1621万円
を追加、計4校に） 6140万円

340万円
80万円

3012万円
765万円

委託 63万円
31万円

最終年） 1億5096万円
720万円

歩きたくなるまちづくり歩きたくなるまちづくり

都市再生交通拠点整備（公共駐車場整備計画の策定） 750万円
長岡京駅西口地区市街地再開発事業とその関連事業 18億5610万円
東神足地区再開発地区計画（市道改良工事） 6400万円
生活道路の管理や修繕、改良 5011万円
道路の防護棚、カーブミラーなど交通安全施設の整備 684万円
長岡天神駅東自転車駐車場の管理運営 2608万円
法定外公共物の調査（16年度までの3カ年） 550万円
都市計画街路の整備（今里長法寺線、長岡京駅前線） 8600万円
旧西国街道のコミュニティ道路整備（今年度が最終年） 1億1500万円
低床（ノンステップ）バス導入への補助 240万円

活力とにぎわいを生み出すまちづくり活力とにぎわいを生み出すまちづくり

農産物の生産対策 702万円
コスモスなど景観形成作物の栽培 338万円
ため池の改修 3728万円
中小企業者向き金融支援 3425万円
商店街への支援 709万円
商工会への支援 3288万円
産業文化会館の管理運営 2525万円
産業文化会館エレベーター設置調査委託 459万円
観光事業推進と観光協会の支援 1781万円
観光案内所の管理運営 678万円
八条ケ池周辺の維持管理 998万円まちづくりまちづくり

情報発信 3327万円
191万円
48万円

1689万円
2200万円
310万円
534万円

1億3300万円
162万円

ン配備） 2828万円
ット基盤整備） 4890万円
技能向上） 666万円
の構築（8月に1次サービス開始）

1800万円
106万円

14
年
度
予
算
編
成
の
重
点
項
目

①
施
策
の
選
択
と
創
造

少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け

た
福
祉
施
策
を
始
め
、
教
育
施
策
、
都
市
基
盤
整

備
、
地
球
環
境
の
保
全
、
Ｉ
Ｔ
社
会
の
進
展
に
備

え
た
地
域
情
報
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

長
岡
京
駅
西
口
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
最
重

点
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

②
行
財
政
改
革
の
推
進

「
行
財
政
改
革
大
綱
」に

基
づ
く
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
補
助
金
の
削
減

や
受
益
者
負
担
の
適
正
化
、
目
的
を
達
成
し
た
事

務
事
業
の
廃
止
、
縮
小
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

③
行
政
評
価
・
事
業
別
予
算
の
導
入

各
事
務
事
業

の
目
的
や
位
置
づ
け
、コ
ス
ト
な
ど
を
洗
い
直
し
、

指
標
に
基
づ
く
客
観
的
な
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

実
施
計
画
の
事
務
事
業
間
の
連
携
を
図
る
た
め
、

事
業
別
予
算
に
よ
る
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

④
コ
ス
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

内
部
管
理
経
費
に
つ

い
て
は
、徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
図
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
、
外
部
委
託
経
費
の
見
直
し
の
ほ
か
、
特
定

財
源
の
確
保
な
ど
に
も
努
め
ま
し
た
。

⑤
そ
の
他

学
校
週
５
日
制
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
、
同

和
対
策
事
業
の
法
の
期
限
切
れ
、
市
制
30
周
年
な

ど
、
14
年
度
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
に
対
応
し
ま
し
た
。
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詳しい予算資料は、市役所南棟１階の「市民情報コーナー」や、
公共施設の「行政資料展示コーナー」でご覧になることができます。

誰もが安心して暮らせるまちづくり誰もが安心して暮らせるまちづくり

地域健康福祉計画や新障害者（児）福祉基本計画の策定 668万円
公立保育所の運営や民間保育所への助成・保育委託 6億5276万円
各保育所に看護師を配置 529万円
児童手当の支給 2億265万円
在宅介護支援センターの運営 4252万円
高齢者の生きがい活動支援通所 3288万円
民間老人福祉施設整備への助成 2095万円
身体障害者の生活支援 1500万円
心身障害者グループホーム運営への補助 346万円
精神障害者在宅生活への支援（14年度から市に移管） 96万円
勤労者福祉サービスセンターの補助 3330万円
生活保護費の支給 9億2045万円
乳幼児医療の支給 1億428万円
がん検診の実施 5152万円
新保健計画の策定（今年度が最終年） 200万円
基本健康診査の実施（Ｃ型肝炎検査の追加） 1億657万円

自然と共生する循環型のまちづくり自然と共生する循環型のまちづくり

廃棄物の減量化とリサイクルの推進 8849万円
一般家庭用可燃ごみ収集運搬 3億350万円
乙訓環境衛生組合への負担金 10億3570万円
容器包装対象物（その他プラスチック類）収集 5391万円

（うち月2回→月4回への回数増による増加費用　1260万円）
都市緑化の推進 2671万円
西山公園の整備 1億2607万円
市内公園の維持管理や設備点検保守 5234万円
馬場川、坂川の河川改修 2300万円
公共下水道事業への繰り出し 18億300万円
小泉川以西の下水道整備について調査委託（特別会計） 5650万円
水資源対策（水道会計への財政支援＝13度～15年度） 2億円
消費者を取り巻くトラブルの相談 197万円
防犯意識の高揚や防犯活動の推進 2312万円

豊かなふれあいを育てる豊かなふれあいを育てるま

学校の特別教室開放
図書館の図書購入費
体育協会の支援・補助
国体記念事業
学校週5日制の推進
留守家庭児童会の育成
私立幼稚園の保護者助成と就園奨励
情報教育指導者の配置
小学校、中学校トイレの改修設計委
長三小プールの改修設計委託
長岡中北校舎給水設備の改修
長三中、長四中図書室エアコンの設
学校給食調理の民間委託（第五小を
男女共同参画の推進
人権啓発や人権相談所の開設
埋蔵文化財の調査・保存
中山修一記念館の開館
（仮称）地域ふれあいセンター構想委
石田家の歴史的建物保存活用
恵解山古墳の用地取得（今年度が最
市民の友好・姉妹都市との交流

市民と行政の協働によるま市民と行政の協働によるま

「広報ながおかきょう」などによる
ホームページの充実
情報公開制度の運営
自治会の補助育成
ガラシャ祭実行委員会の支援
市制30周年記念事業
市民活動サポートセンターの開設
庁舎の耐震改修
課税台帳システムの構築
行政情報化基盤の整備（庁内パソコ
地域情報化の推進（地域イントラネ
情報通信技術推進支援（地域のＩＴ
住民基本台帳ネットワークシステム

近隣市町との広域的連携

特集 わたしたちのまちの予算

は新規、臨時または拡大・充実させる事業 は従来からの事業

財政課財政係　�955 -9541問
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14
年
度

長
岡
京
市
人
事
異
動

市
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
異
動
は
、
社
会

情
勢
に
機
敏
に
反
応
し
、
積
極
的
に
行
政
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
気
概
に

あ
ふ
れ
た
人
材
の
登
用
と
、
課
題
の
あ
る
部
門
の
充
実
と
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
と
し
て
初
め
て
部
長
級
に
女
性
職
員
を
登
用
す
る
な
ど
女
性
職
員
の

積
極
的
登
用
を
行
い
ま
し
た
。
異
動
の
規
模
は
１
５
４
人
、
新
規
採
用
は
12
人
。

【
次
長
級
】
▽
企
画
部
次
長
・
真
継

壽
男
▽
総
務
部
次
長
兼
管
財
課
長
・

山
本
茂
▽
環
境
経
済
部
次
長
・
春
田

康
晴
▽
健
康
福
祉
部
付
次
長
＝
長
岡

京
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
・
河
村

弘
美
▽
同
部
次
長
兼
児
童
福
祉
課

長
・
岡
山
浩
侑
▽
下
水
道
部
次
長
兼

管
理
課
長
・
山
内
敏
雄

【
課
長
級
】
▽
企
画
部
企
画
推
進
課

長
・
辻
井
仁
史
▽
同
部
財
政
課
長
・

丹
羽
正
次
▽
同
部
市
民
情
報
課
主
幹

兼
情
報
公
開
係
長
・
房
安
俊
二
▽
総

務
部
総
務
課
主
幹
兼
法
務
係
長
・
松

尾
幹
郎
▽
環
境
経
済
部
生
活
環
境
課

長
・
塩
谷
和
昌
▽
同
部
同
課
主
幹
・

岡
田
光
義
▽
同
部
衛
生
課
主
幹
兼
管

理
係
長
・
能
勢
政
彦
▽
同
部
商
工
観

光
課
主
幹
・
谷
川
康
信
　
▽
健
康
福

祉
部
健
康
推
進
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
乙
訓
休
日
応
急
診
療
所

長
・
三
谷
寛
▽
同
部
国
保
年
金
課

長
・
藤
田
幸
子
▽
同
部
介
護
保
険
課

長
・
森
本
恒
治
▽
同
部
社
会
福
祉
課

主
幹
・
伴
野
進
▽
同
部
児
童
福
祉
課

主
幹
・
樋
本
達
夫
▽
同
部
今
里
保
育

所
長
・
後
藤
洋
子
▽
同
部
滝
ノ
町
保

育
所
長
・
尼
子
章
子
▽
同
部
深
田
保

育
所
長
・
源
城
知
江
▽
同
部
高
齢
福

祉
課
長
・
安
田
博
子
▽
建
設
部
都
市

計
画
課
主
幹
兼
開
発
指
導
係
長
・
山

内
好
▽
下
水
道
部
建
設
第
１
課
長
・

櫻
井
芳
和
▽
同
部
建
設
第
２
課
長
・

石
田
克
明
▽
議
会
事
務
局
次
長
・
岩

岸
秀
幸
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務

課
主
幹
兼
女
性
政
策
係
長
・
下
野
博

司
▽
同
局
学
校
教
育
課
総
括
指
導
主

事
・
原
純
夫
▽
同
局
生
涯
学
習
課
主

幹
兼
文
化
係
長
・
鈴
木
田
栄

平
成
12
年
９
月
以
来
、
事
業
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
長
岡

京
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
も
、
い
よ
い
よ
本
年
度
内
の
権

利
変
換
計
画
の
知
事
認
可
を
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

�
再
開
発
組
合
へ
の

事
業
費
助
成

再
開
発
組
合
へ
は
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
と
し
て
の
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
前

線
や
、
駅
前
広
場
に
か
か
る
用
地

取
得
費
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
に

９
億
５
８
０
０
万
円
。
ま
た
、
転

出
者
の
建
物
補
償
な
ど
と
建
物
建

設
に
伴
う
除
却
整
地
費
な
ど
に
必

要
な
補
助
金
と
し
て
約
６
億
７
２

０
０
万
円
。
無
利
子
貸
付
金
と
し

て
２
億
円
の
合
計
約
18
億
３
０
０

０
万
円
の
事
業
費
助
成
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

再
開
発
組
合
へ
の
事
業
費
助
成

は
、
市
民
要
望
の
高
い
公
共
施
設

整
備
な
ど
に
用
い
る
た
め
、
市
の

助
成
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

約
11
億
４
０
０
０
万
円
は
国
・
府

の
負
担
金
や
補
助
金
を
得
て
行
っ

て
い
き
ま
す
。

な
お
貸
付
金
は
、
事
業
の
完
了

時
に
全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。

�
代
替
用
地
の
造
成
工
事
を

完
成
さ
せ
ま
す

再
開
発
事
業
に
係
る
移
転
者
の

代
替
用
地
と
し
て
確
保
し
た
開
田

代
替
地（
旧
岡
崎
育
英
会
寮
用
地
）

に
つ
い
て
は
、
下
水
道
管
な
ど
の

敷
設
・
舗
装
工
事
な
ど
を
行
い
ま

す
。
そ
の
他
、
分
譲
地
の
測
量
・

土
地
価
格
の
鑑
定
・
分
筆
登
記
な

ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
経
費
と
し
て
、
約
１
７
０
０
万

円
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

�
今
後
の
事
業
予
定

本
年
度
中
に
知
事
認
可
を
受
け

る
た
め
権
利
変
換
計
画
を
策
定
、

そ
れ
に
基
づ
き
15
年
に
着
工
、
同

17
年
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

�
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
西
口
に

こ
れ
か
ら
再
開
発
事
業
を
行
っ

て
い
く
中
で
、
西
口
が
み
ん
な
の

憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
に
、
だ
れ

も
が
簡
単
に
参
加
で
き
る
楽
し
い

企
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

例
１

「
神
足
」の
地
名
に
ち
な
ん

で
、
夫
婦
の
記
念
日
や
、
赤
ち

ゃ
ん
誕
生
の
お
祝
い
に
足
型
を

採
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
埋
め

込
む（
有
料
）。

例
２
　
未
来
の
自
分
や
家
族
な
ど

に
宛
て
た
手
紙
を
書
き
、
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
と
し
て
広
場
公
園

内
に
埋
め
込
み
、
そ
の
指
定
日

に
投
函
し
て
も
ら
う
。

市
街
地
再
開
発
課

�
９
５
１
・
７
５
５
４

市
街
地
再
開
発
組
合

�
９
５
１
・
３
１
５
５

問 問

健康福祉部参事
兼福祉事務所長
飯田敬洋

【
部
長
級
】

総務部参事

宇都宮平

環境経済部長

山本勝

健康福祉部長

村山美智子

監査委員事務局長

川勝俊明

教育委員会事務局
教育次長
小幡浩也

8

水道事業管理者に
小田　豊さん

前管理者の
任期満了に伴
い新たに任命
されました。
任期は14年４月
１日から４年間です。

1144
年年
度度
内内
のの
権権
利利
変変
換換
計計
画画
のの

知知
事事
認認
可可
をを
目目
指指
しし
事事
業業
をを
展展
開開

■情報ワイド



9 �情報BOXは、11ページから始まります

学校特別教室など開放
5月使用分申請受け付け

�とき＝4月25日 、午前9時～正
午（先着順） �ところ＝生涯学習課
�団体登録＝申請するには、あらかじ
め団体登録が必要です。登録できるの
は、構成員の半数以上が市内在住・在
勤・在学の10人以上のサークルや団
体。生涯学習課で随時受け付けていま
す　�開放日時＝月・水・金曜日は午
後7時～9時、土曜日は午後1時30分
～3時30分・4時～6時・7時～9時。
学校が行事などで使用する日は除く
�使用料＝1教室2時間以内で200円

生涯学習課生涯学習係
955-9534

体育館・テニスコート
6月使用分抽せん会

【西山公園体育館】

【スポーツセンター体育館】

�とき＝5月1日 、市内団体は午
前9時、市外団体は午前11時30分
�ところ＝西山公園体育館

【スポーツセンターテニスコート】

【長岡公園テニスコート】

�とき＝5月1日 、市内団体は午
前9時、市外団体は午前11時
�ところ

【スポーツセンターグラウンド】

�とき＝5月1日 午後0時15分
�ところ＝スポーツセンター
抽せん後、空きがあれば、翌日から使

用の前日まで先着順に受け付けます。
施設の利用には、事前の団体登録が

必要です。登録できるのは、成人を含
み10人以上で構成するクラブ。西山
公園体育館で随時受け付けています。

西山公園体育館　　 953-1161
スポーツセンター 951-3363

西山公園体育館
トレーニング室利用講習会

トレーニング室（1回300円）を利用
するための講習会です。
�とき＝4月27日 、午後6時30分

～8時30分　�ところ＝西山公園体育
館　�対象＝18歳以上の人　�定員
＝先着順で60人　�内容＝講義と実
技　�持ち物など＝筆記用具と運動の
できる服装、体育館シューズ �申込

問

問

方法＝受講料1,300円と顔写真（3㎝×
2.5㎝）を持って西山公園体育館へ。
4月15日 午前9時受付開始。キャン
セルされても受講料は返金しません　
4月のトレーニング室を利用できな

い日…休館日（毎週火曜日）と4月5日
午前9時～午後6

時、27日 の午後6
時～9時

西山公園体育館
953-1161

小・中学校グラウンドの夜間照明
5月使用分 抽せん会　

夜間照明設備を利用するには、事前
の団体登録と講習会の受講が必要で
す。登録できるのは、市内在住・在勤
の18歳以上（高校生は除く）の人が10
人以上いる団体。登録料は無料です。
�抽せん会＝4月19日 、午前9時

から市役所北棟4階大会議室Bで。ハ
ンコと使用料を持ってきてください
�夜間照明の使用＝照明設備があるの
は長四小・長九小・長四中のグラウン
ド。使用時間は小学校が午後6時～9
時、中学校が午後7時～9時。使用料
は1時間800円　�講習会＝次回は5
月開催予定

青少年・スポーツ課スポーツ係
955-9735

学生のみなさんには
国民年金保険料を後で納める制度が

所得がなく国民年金保険料の納付が
困難な学生のために、社会人になって
から保険料を納付できる「国民年金保
険料学生納付特例制度」があります。
ぜひ利用してください。
�制度の適用を受ける期間を「学生

納付特例期間」といい、利用するには
年度ごとに申請が必要です　�学生納
付特例期間は、年金の受給資格期間に
算入されます　�学生納付特例期間中
の障害事故については、保険料の納付
があったとみなされ、障害基礎年金の
支給要件を満たすものとされます　�
14年度から夜間部や定時制、通信制
課程の在学者にも適用されます
�申請＝学生証、年金手帳を持って

国保年金課へ
国保年金課国民年金係
�955-9512

問

問

問

徘徊高齢者位置確認専用
端末機の利用の申し込み

介護者が徘徊高齢者と外出する際
に、その人の位置が分かる位置確認専
用端末機（イチダス）を貸し出します。
�対象＝介護保険の認定者または同
等の状況の在宅徘徊高齢者　�利用料
金＝月3,000円。生活保護世帯は無料、
前年分所得税非課税世帯は1,500円
�申込方法＝介護者がハンコを持って
下記へ　

高齢福祉課高齢福祉係
955-9713

古いモウソウチクを
竹の炭にして再利用

炭は孔だらけで、その表面にいろい
ろな物質を引きつけます。
その特性から、水や空気の浄化、脱

臭用に使えます。炊飯・ポット・やか
ん・冷蔵庫・花瓶・風呂などに入れる
と浄化、脱臭に効果を発揮します。
湿度調節の働きもあります。炭は、

余分な湿気を取ったり、空気が乾燥し
すぎると水分を放出したりするので、
空気中の湿度が、常に快適に調節され
ます。
�販売価格＝1袋（400グラム入り）

500円　�購入希望の人は、市役所農
政課へお越しください

長岡京市森林組合事務局（農政課内）
955-9514

はかりの定期検査

取り引きや証明（業務用）に使用す
るはかりは、必ずこの検査を受けてく
ださい。受検していないはかりは、業
務用には使えません。
�とき＝5月14日 ～16日 、午

前10時～正午と午後1時～3時　�と
ころ＝産業文化会館　�持参するもの
＝はかり、ハンコと検査手数料

商工観光課商工係
955-9688

問

問

申込

軽自動車税軽自動車税
納期限は4月30日�

＊忘れずに納めてください。
収納課管理係　 955-9682問

情情報BOX ＜その他＞



日から始まる科学技術週間にも協賛。
�とき＝4月21日 、午後1時～4

時　�ところ＝図書館3階大会議室　　
教育センター
�952-5151

第11回年齢別オープン
卓球大会

�とき＝5月12日 、午前9時開会
式　�ところ＝西山公園体育館　�対
象＝どなたでも（種目により年齢制限
あり） �種目＝個人戦（男女別シン
グルス、ミックスダブルス） �参加

費＝シングルは会員600円・会員外
700円、ダブルスは会員1,200円・会
員外1,400円　�申込方法＝4月28日
、午後6時30分から長岡第九小学校

体育館へ
長岡京市卓球協会の田中克則
�954-7300

一部屋に一鉢花と緑を！
夏の草花づくり講習会

�とき＝5月1日 、午後2時～3時
30分　�ところ＝西山公園グリーン
ハウス　�定員＝先着順で30人　�
受講料＝無料　�持参用具＝特になし
�申込方法＝4月15日 17日

下記へ
長岡京市緑の協会
952-1900

一緒に手話を学びませんか

�とき＝5月17日・24日・31日、6月
7日・14日・21日のいずれも金曜日、午
後7時～9時 �ところ＝産業文化会館
�内容＝講義と実技学習
講義「初めて手話を学ぶみなさんへ」
「聞こえないってどういうこと」
「聴覚障害者の暮らし」など

実技「伝えあってみましょう」
「名前・挨拶を覚えましょう」
「家族を紹介しましょう」など

�対象＝市内在住・在勤・在学の中学
生以上で初めて手話を学ぶ人　�定員

申込

問

問

＝40人（申し込み多数の場合は抽せ
ん） �参加費＝テキスト代850円
�申込方法＝往復ハガキに名前、住所、
年齢、受講の動機、昼間連絡先を書い
て、4月30日 までに下記へ。当日消
印有効。

社会福祉課障害福祉係　
�955-9710 952-0001

ふるさとワーク

図書館で行っている「神足村の自治
と記録」の展示にあわせて、古文書の
学習会を行います。くずし字の解読に
チャレンジしてみませんか。初心者も
大歓迎です。
�とき＝4月27日 、午前10時～正

午　�ところ＝図書館3階大会議室
�定員＝先着順で20人　�申込方法
＝下記へ（電話可）

図書館市史資料担当
�954-3557

長岡京市平和ビジョン懇話会
傍聴しませんか

�とき＝4月24日 、午後1時～2
時30分　�ところ＝市役所南棟第2会
議室　�内容＝①平和を考える市民フ
ォーラム'02について　②その他　�
傍聴方法＝会議開始5分前までに会場
へ。定員は6人、多数の場合は抽せん

企画推進課企画係
955-9502 951-5410

高齢者寝具乾燥
利用の申し込み

高齢者が気持ちよく過ごせるよう
に、日常使用している寝具の殺菌乾燥
をします。
�対象＝おおむね65歳以上のひと

り暮らしの高齢者などで、自分で寝具
が干せない人　�寝具の種類＝掛け布
団、敷き布団、毛布で3枚まで　�利
用回数＝月1回（地区ごとに実施日が
決められています） �費用＝1回
300円。生活保護世帯と前年分所得税
非課税世帯は無料　�申込方法＝ハン

問

申込

申込

コを持って下記の窓口へ
在宅介護支援センター

済生会京都府病院　 957-4500
旭が丘倶楽部　　　 955-9001
アゼリア　　　　　 957-1119
竹の里ホーム　　　 951-9400

高齢福祉課高齢福祉係　 955-9713
各施設か高齢福祉課高齢福祉係

申し込み済んでますか
春のがん検診

胃がん検診（予約制） �対象＝40
歳以上の市民（妊婦を除く） �と

き・ところ＝5月20日 ～24日
保健センター、27日 ～31日 市
役所　�検診時間＝いずれも午前9
時～正午（予定） �費用＝無料

乳がん検診（予約制） �対象＝30歳
以上の女性市民　�とき・ところ＝
6月4日 ～7日 保健センター　�
検診時間＝いずれも午後1時30分～
3時30分（予定） �費用＝無料、
ただし超音波断層撮影は1,000円が
必要

＊対象年齢は15年3月末現在の年齢
【予約申込方法】郵便ハガキでの申し
込みのみです。４月26日 必着。詳
しくは3月15日号をご覧ください
ハガキに①郵便番号と住所、②名前、
③生年月日と年齢、④電話番号、⑤希
望する検診名（胃がん検診・乳がん検
診の両方を記入することも可）、⑥各
検診ごとの第1希望日・第2希望日を
書いて下記へ
がん検診の個人通知はありません
後日、検診日時をお知らせします
検診日は希望に添えない場合があり
ます

〒617-8501（住所記入不要）
長岡京市健康推進課成老人保健係　
�955-9705

中山修一先生胸像製作
資金募集

長岡京の都発見という偉大な功績を
残された中山先生の胸像製作資金を募
集します。胸像は、9月にオープン予
定の中山修一記念館に建立します。
�募集期間＝5月31日 まで　�募

金＝一口5,000円で何口でも
生涯学習課文化係
955-9734

問

申込

申込

10

学学学学　　　　　　　　習習習習
講座･教室･講演会 など

そそそそのののの他他他他のののの おおおお知知知知ららららせせせせ
市や公共機関からなど

情情報ＢOX ＜学習・その他＞



長岡京市行財政健全化推進
委員会委員の公募

�対象＝市内在住の満20歳以上で、
本市の他の審議会などの委員になって
いない人 �募集数＝2人　�任期＝
17年3月31日までの3年間 �会議＝
年3回程度 �申込方法 4月30日
までに、申込書を下記へ

企画推進課企画係
955-9502 951-5410

社会教育委員の公募

�対象＝市内在住の満20歳以上で、
次のいずれかに該当する人　①青少年
の体験活動などに従事している人　②
家庭教育を集団で実践している人　③
ボランティア、ＮＰＯ活動を実践して
いる人　④市民、こどもの文化活動お
よび民間企業における文化活動を実践
している人　⑤その他、これまでに社
会教育活動に積極的にかかわっている
人 �募集数＝2人　�任期＝16年3
月31日までの2年間 �会議＝年4回

申込

程度 �申込方法 4月30日 まで
に、履歴書に写真を添付し、志望動機
（800字程度）を書いて下記へ持参し
てください

生涯学習課生涯学習係
955-9534

税務職員（国税専門官）

�とき＝1次試験は6月16日 、種
目は教養と専門試験　�対象＝昭和
50年4月2日以降に生まれた人で、大
学を卒業または15年3月までに卒業見
込みの人　�願書受付＝5月9日 ま
で（郵送、持参可）

右京税務署　 075-311-6366
大阪国税局人事第二課試験係
06-6941-5331

老人園芸広場利用者の募集

�対象＝市内在住の60歳以上（14
年4月1日現在）の人で、現在、調子
園を利用していない人　�ところ・予
定定員＝長岡園（開田四丁目21番地
内）70人、海印寺園（下海印寺北条
45地内）40人、勝竜寺園（勝竜寺巡
り原18地内）60人　�利用期間 16
年3月末までの約2年間。1世帯で1畝
に限る。ナスの栽培はできません �

利用料＝2,000円（水道料金など維持
管理負担金） �申込方法＝4月23日
までにハンコを持って下記へ。申し

込み多数の場合は抽せん
高齢福祉課高齢福祉係
955-9713

体協スイミング同好会

�期間＝15年3月31日までの1年間
�日程＝①午前コース：月～土曜日の
午前8時～10時　②午後コース：月～
土曜日の午後1時～3時　③夜間コー
ス：火・水・金・土曜日の午後7時30
分～9時30分　�対象＝市内在住・在
勤・在学の15歳（14年4月1日現在）
以上の人　�内容＝自由遊泳で指導は
ありません。水中ウオーク可能　�利
用料金＝1コース700円　�ところ＝
長岡スイミング・スクール室内温水プ
ール　�申込方法＝所定の入会申込書

申込

問

申込

に入会金1,000円・年会費2,000円と
写真（3.5㎝×2.5㎝）1枚を添えて西
山公園体育館へ �入会と同時にチケ
ット（700円×10枚つづり・5枚つづ
り）を購入をしていただきます　

体育協会事務局
西山公園体育館内　�954-8011

春の観光まつり

4月27日（土）・28日（日）
午前10時～午後3時30分

長岡天満宮、乙訓寺一円
�車での来場はご遠慮ください

長岡天満宮 茶席、竹細工、キリシマツ
ツジの苗木・特産物販売、ビンゴゲー
ム、長岡京音頭・箏曲・神楽披露など

乙訓寺 ボタン観賞、茶席など　
＊乙訓寺は、入山料300円が必要
長岡京市観光協会
�955-9515

ふれあい朝市

毎週月曜日 中央公民館市民ひろば
毎週木曜日 勝竜寺城公園駐車場
時間は、いずれも午前8時30分～9

時（品切れまで）
ペットの入場はできません
できるだけ小銭をご用意ください
農政課農業振興係
955-9514

朝掘りタケノコ直売会

�とき＝4月29日 、午前10時～
売り切れまで　�ところ＝市役所前駐
車場　�発送用の段ボールや鮮度保持
剤も販売します

農政課農業振興係
955-9514

少年少女発明クラブパネル展

クラブ員の創作作品や活動の様子を
紹介したパネルを展示します。4月15

問

問

問

申込

☆市が主催するもののほか、他の団体の

情報も掲載しています。詳しいことは、そ

れぞれの連絡先にお問い合わせください。

☆このコーナーは 左から右にお読みください。
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再
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●URL http: / /www.ci ty .nagaokakyo.kyoto. jp/ ●24時間市政案内「テレホンガイド長岡京」 �953-7776
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�
951-2121
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.951-5410

吉田学さん・千子さんご夫妻の長女（奥海印寺谷田）

＜パパ・ママから一言＞ おしゃまで甘えん坊な女
の子です。大好きなパパとおままごとをしたり、音
楽に合わせて踊ったりしてみんなを楽しませてくれ
ます。これからも明るく優しい素直な女の子になっ
てね！未来はパパとママにとって一番の宝物です。

※
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
市
民
情
報
課
広
報
広
聴
係
へ
。

�
９
５
５
・
９
５
０
１

春
愁

し
ゅ
ん
し
ゅ
う、と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

無
口
な
冬
か
ら
席
を
譲
ら
れ
た
春

が
、
光
り
輝
く
中
で
つ
と
見
せ
る
哀

愁
で
す
。
美
し
い
字
姿
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
。春
に
だ
け
あ
る
言
葉
で
す
。

春
の
勝
龍
寺
城
っ
て
な
か
な
か
い

い
も
の
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

威
風
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
な
大
き

な
角
張
っ
た
城
で
は
な
い
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
華
麗
な
の
に
、
静
か
で
や

さ
し
い
容
姿
で
す
。
城
内
を
流
れ
る

せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
潔
癖
で
す
。
花
ざ

か
り
だ
っ
た
桜
の
あ
と
は
、
瑞
々

み
ず
み
ず

し

い
若
葉
で
す
。
身
ぎ
れ
い
な
小
径

こ
み
ち

が

あ
り
ま
す
。
土
手
に
並
ぶ
た
ん
ぽ
ぽ

の
黄
が
光
と
戯
れ
て
い
ま
す
。
訪
れ

る
市
民
の
面お

も

も
穏
や
か
で
す
。

北
西
隅
の
北
門
跡
の
所
に
小
さ
な

祠
ほ
こ
ら

が
あ
り
ま
す
。
純
白
の
城
壁
を

背
に
し
て
。
祠
に
は
、
破
損
し
て
い

た
の
を
接
合
し
た
石
仏
が
何
体
も
座

し
て
い
ま
す
。
五
輪
塔
が
何
基
も
あ

り
ま
す
。
板
碑

い
た
び

（
石
の
板
で
作
っ
た

卒
塔
婆

そ
　
と
　
ば

）が
何
枚
も
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
石
は
、
栄
華
の
こ
ろ
の

勝
龍
寺
城
の
石
垣
に
、
石
材
と
一
緒

に
使
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
破
損

し
た
あ
と
が
多
く
み
え
る
の
は
、
石

垣
を
造
る
と
き
に
積
み
や
す
く
す
る

た
め
に
削
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

い
ま
の
勝
竜
寺
城
公
園
は
、
内
堀

の
一
部
し
か
名
残
を
と
ど
め
て
い
な

か
っ
た
城
を
復
元
し
て
平
成
４
年
春

に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
折
の
発
掘

調
査
で
出
て
き
ま
し
た
。
石
仏
や
五

輪
塔
や
板
碑
は
、
大
半
が
室
町
時
代

後
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

勝
龍
寺
城
は
南
北
朝
時
代
の
１
３

３
９
年
に
細
川
頼
春
が
築
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
織
田
信
長
の
時

代
に
細
川
藤
孝（
信
長
没
後
に
幽
斎
）

が
再
築
し
ま
し
た
。
明
智
光
秀
の
三

女
の
玉た

ま

が
、
信
長
の
薦
め
で
藤
孝
の

長
男
の
忠
興

た
だ
お
き

の
も
と
に
嫁
い
だ
城
で

す
。
16
歳
同
士
の
幼
い
夫
婦
で
す
。

玉
は
幾
多
の
資
料
に
、
比
類
な
き
美

貌
、
と
あ
り
ま
す
。
大
津
・
坂
本
か

ら
勝
龍
寺
城
に
輿
入
れ
す
る
途
次
、

天
王
山
に
沈
む
夕
照

せ
き
し
ょ
う

の
逆
光
線
の
な

か
の
玉
を
、
三
浦
綾
子
さ
ん
は
『
細

城
の
石
垣
に
使
わ
れ
た
石
仏

勝
竜
寺
城
公
園
に
残
る

川
ガ
ラ
シ
ヤ
夫
人
』で
描
写
し
ま
す
。

「
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
ほ
ど
に
、

美
し
く
気
高
く
思
わ
れ
た
」
と
。

時
代
の
さ
だ
め
に
泣
き
濡
れ
た
玉

は
、
平
安
を
キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
ま

し
た
。
洗
礼
名
が
ガ
ラ
シ
ヤ
で
す
。

夫
を
守
る
た
め
38
歳
で
自
害
し
ま
し

た
。
辞
世
で
す
。

散
り
ぬ
べ
き
時
知
り
て
こ
そ
世
の
　

中
の
花
も
花
な
れ
人
も
人
な
れ

◆

桜
が
花
散
ら
し
の
雨
に
果
て
た
長

岡
京
市
の
春
は
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

と
ボ
タ
ン
が
後
を
継
ぎ
ま
す
。
キ
リ

シ
マ
ツ
ツ
ジ
と
い
え
ば
、
津
軽
出
身

の
太
宰
治
さ
ん
が
め
ず
ら
し
く
花
姿

を
描
い
て
い
ま
す
。「
庭
の
五
株
の

霧
島
躑
躅

つ
つ
じ

の
花
は
そ
れ
ぞ
れ
蜂
の
巣

の
よ
う
に
咲
き
こ
ご
っ
て
い
た
」と
。

吉田
よしだ

未
み

来
き

ちゃん

（２歳6カ月）

▲幾段にも立ち並ぶ石仏、五輪塔、板碑


